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地方都市中心地における都心回帰について 

―人口ポテンシャルを用いた分析― 
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(1) 動機：近年，三大都市圏や各地の中核都市におい

て都心回帰の動きが観察されている．一方で，県

庁所在地以下の人口規模の都市においては，都

心回帰に関する報告はほとんどみられない．しかし，

地方都市においても都市圏人口規模の縮小ととも

に相対的に人口が都心部（中心部）に集中してき

ている可能性は否定できないと考えられる． 

(2) アプローチ：北海道を対象地域として DID（人口集

中地区）に基づく中心地と圏域を設定したうえで，

道内中心地の絶対的な人口圧力と圏域内での相

対的な人口圧力について，人口ポテンシャル概念

に基づいた値によって評価し，経年変化を観察す

ることとした．また高齢者の人口分布の傾向を明ら

かにするために，高齢者人口に限定したポテンシ

ャルの算出も行った．地域単位としては，3 次メッシ

ュ（日本測地系）を利用し，道内 39 の中心地につ

いて 1970～2005 年の時系列分析を行った． 

(3) 意義：中心地の人口ポテンシャルを算出する際に

用いる地域別人口を，圏域人口に占めるシェアに

置き換えることによって，圏域内における中心地の

相対的な勢力の分析が可能となる（シェアポテンシ

ャル）．またこうして求められた値は，任意の都市圏

において都心回帰の程度を定量的に把握できる

指標になり得ると考えられる． 

(4) 結果： 

・ 鉄道駅を核とする中心地は，札幌圏に属する中

心地を除いて 1970 年以降ほぼ軒並み衰退した．

とりわけ，産業構造の転換やローカル線の廃止

が相次いだ 1980 年代において，中小中心地の

衰退が顕著であった． 

・ 人口ポテンシャル減少率の高い中心地では，シ

ェアポテンシャルの減少率が低く抑えられる傾

向が観察された． 

・ 札幌の中心地では 2000→2005 年においてシェ

アポテンシャルが反転上昇し，指標の面からも

都心回帰が認められた．一方で他の主要都市

中心地においては，依然としてシェアポテンシャ

ルは低下しており，郊外化が継続している様子

が窺われた． 

・ 高齢者に限定した算出したシェアポテンシャル

は，全体として総人口で算出したシェアポテン

シャルと比較して高い傾向が観察された．すな

わち，高齢者は他の年齢層と比較して中心地を

指向した人口分布となっていることが明らかにな

った． 

(5) 今後の展開：今後の課題として，各都市における

交通網や施設配置との関連，および自治体の政策

との関連について分析することなどが挙げられる． 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1：北海道各中心地の 2005 年シェアポテンシャルの指数（1970 年＝100 とした場合） 


